
土砂災害防止に関する絵画・作文募集要領 

 
  国土交通省では、土石流、地すべり、がけ崩れ等の土砂災害から人命、財

産を守るため、毎年６月を「土砂災害防止月間」と定め、土砂災害防止に関
する国民の理解と関心を深めるため種々の行事を行っている。 

  この絵画・作文の募集は、土砂災害防止月間の行事の一環として、次代を
担う小・中学生に、土砂災害及びその防止についての理解と関心を深めても
らうために実施するものである。 

 
１  募集対象 
    絵画、作文の部ともに全国小・中学校生徒 
 
２  募集期間 

    令和４年６月１日～令和４年９月１５日 

 
３  送り先 
   小学校、中学校の所在する都道府県庁の土木所管部局砂防主管課内「土砂

災害防止に関する絵画・作文」担当あてとする。 
 
４  審  査 
(1) 地方審査（都道府県）令和４年９月１６日～令和４年１０月３１日 

      各都道府県において中央審査の対象となる優秀作品を応募数等に応じて 
  各部門各１点～３点程度を選定する。 
  (2) 中央審査（国土交通省）令和４年１１月１日～令和５年１月末 
      各都道府県から推薦のあった優秀作品の中から審査委員会によって入賞
  作品を選定する。 
 
５  発  表 
    入賞作品については、決定した段階で、国土交通省水管理・国土保全局長

より各都道府県知事へ通知する。 
 
６  表  彰 
    各部門の受賞者の表彰は、令和５年２月下旬から３月中に国土交通省又は

各都道府県において行う。 
 
７  表彰の種類 
  各部門とも原則最優秀賞１点、優秀賞１５点以内とする。 
 
８ その他 
  (1) 応募作品は、未発表のオリジナルのものに限る。 
  (2) 応募作品については、原則として返還しない。 
  (3) 応募作品の使用・著作権は、国土交通省・都道府県に帰属する。 
  (4) 応募者に関する個人情報は、応募作品の審査に関する確認、審査結果

連絡、審査結果発表の目的以外には使用しない。 
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土砂災害防止に関する絵画・作文募集要領細則 
 
１  課 題 
 
  (1) 絵画の部（小学生の部、中学生の部） 
  (ｲ) 作品の種類（絵画・版画・貼絵・ポスターなど）やサイズ、表現方法

（絵の具、パス、版形式など）は自由とする。 
     
  (ﾛ) 題材は土砂災害及びその防止対策に関係するもの。 

例えば、 
    ・土石流、地すべり、がけ崩れなどの土砂災害の体験やようす。 
    ・土砂災害の恐ろしさを訴えるもの。 
    ・砂防堰堤・がけ崩れ防止施設などの土砂災害防止施設及びそれらを

造っているようす。 
    ・土砂災害防止施設が役立っていることが理解できるもの。 
    ・防災訓練、避難などの体験やようす。 
                                                               など。 
 
   ※作品の裏面に画題、応募者の学校名、学年、氏名及びふりがなを明記

すること。 
               
 (2) 作文の部（小学生の部、中学生の部） 
 
   (ｲ) ４００字詰め原稿用紙で、 
    ・小学校低学年（１～３年生）は２枚～３枚（800～1,200字） 
    ・小学校高学年（４～６年生）は３枚～４枚（1,200～1,600字） 
    ・中学生は４枚～５枚（1,600～2,000字） 

また、作文冒頭に、表題、応募者の学校名、学年、氏名及びふりがな
を明記すること。 

 
  (ﾛ) 題材は土砂災害及びその防止対策に関係するもの。 
    例えば、 

・自分が体験した土砂災害について思ったこと。 
・砂防堰堤などの土砂災害を防止する施設を見学して思ったこと。 
・防災訓練などに参加して思ったこと。 
・学校の勉強や日常の生活を通して、土砂災害の防止について思った
 こと。 
・テレビやラジオで土砂災害のニュースを見て思ったこと。 
・おじいさんやおばあさんなど年上の方から土砂災害の話を聞いて思
 ったこと。 
・土砂災害から自分や家族の身を守ること（自助）、地域の人たちと 
 助け合うこと（共助）の大切さについて思ったこと。 

                                                               など。 
 
２  作品の選定、審査 
   都道府県庁の土木所管部局砂防主管課は、地方審査を行い、応募された作 
 品から応募数等に応じて各部門１点～３点程度を選定し、国土交通省水管理



 ・国土保全局砂防部砂防計画課内「土砂災害防止に関する絵画・作文」担当
 あて送付すること。 
 
３  中央審査委員会の構成 
  (1) 国土交通省砂防部長、水管理・国土保全局総務課長、砂防計画課長、保

全課長、広報課長、地震・火山砂防室長及び有識者、土砂災害防止月間推
進協議会の各団体から各１名で構成する。 

 
  (2) 委員長は、国土交通省砂防部長をもってあてる。 
 
４  発表の方法 
    各賞とも令和５年２月中に各都道府県を通じ、所属小、中学校に通知して

行う。 
 
５  表彰の種類 
  (1) 各部門共通 最優秀賞、優秀賞 
         各部門とも原則、最優秀賞１点、優秀賞１５点以内とする。 
  (2) 表彰は賞状を授与して行う。 
  (3) 表彰は、国土交通省又は各都道府県の土木主管部局において行う。 
 
６  入賞作品の活用 

 土砂災害防止月間ポスターのデザイン等に使用する場合があるなど、土砂
災害防止に関する啓発活動に活用する。 
 また、最優秀作品・優秀作品等については、パネル展などの各種イベント
での展示やＷｅｂサイト・広報誌への掲載等、幅広く活用する。 
  なお、令和３年度入賞作品については国土交通省砂防部Ｗｅｂサイトに掲
載している。 
 国土交通省砂防部ＵＲＬ 

https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sabo/sabo01_tk_000056.html 
 



令和5年3月中に国土交通省又は各都道府県において行います。
これまでの入賞作品は国土交通省砂防部Webサイトで見ることができます。
http://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sabo/kaiga_sakubun.html

かいが おお じゆう さくぶん じ づ げんこう

まい

しょうがく せい

ちゅうがくせいじ じ

じてい がくねん まいこうがく ねん

まい

み かぎはっぴょう

ねんれいわ

にゅうしょうさくひん こく ど こうつうしょう さぼう ぶ み

がつちゅう こくど こうつうしょうまた かく と どう ふ けん おこな

かた

内容・大きさ
ないよう おお

表　　彰
ひょう しょう

どしゃさいがいのようすどしゃさいがいのようす

令和4年６月１日～９月15日まで
がつれいわ ねん にち がつ にち

応募期間
おうぼ きかん

小学生・中学生
しょうがくせい ちゅうがくせい

応募資格
おうぼ しかく

あなたの住所、氏名、年齢、電話番号、学校名、学年を記入し、
都道府県庁砂防主管課
「土砂災害防止に関する絵画・作文募集」担当あて

じゅうしょ

と どう ふ けんちょう さぼう しゅかん か

どしゃ さいがい ぼうし かん かいが さくぶん ぼしゅう たんとう

しめい ねんれい でんわ ばんごう がっこう めい がくねん きにゅう

送 り 先
おく さき

最優秀賞／優秀賞
しょう さい ゆうしゅう ゆうしゅうしょう しょう

賞 発　　表
はっ ぴょう

令和5年2月中
ねんれいわ がつちゅう

ようし

絵画のかき方、大きさは自由。作文は400字詰めの原稿用紙で小学生
低学年は2～3枚（800～1,200字）、高学年は3～4枚（1,200～1,600
字）、中学生は4～5枚（1,600～2,000字）。
どちらも未発表のものに限ります。

土石流、地すべり、がけ崩れなどの

土砂災害のようすや砂防しせつ

（砂防えん堤など）を見学したときに

見たこと、感じたこと、考えたことを

ドンドン送ってください。

土石流、地すべり、がけ崩れなどの

土砂災害のようすや砂防しせつ

（砂防えん堤など）を見学したときに

見たこと、感じたこと、考えたことを

ドンドン送ってください。

かん

ていさぼう

じ くず

み

おく

さぼう

かん

どしゃ さいがい

どせきりゅう

けんがく

流流流 地土土 流流土石流土石流流 地地地地すすすべべべりりりりりりりりりりりりりりりりりりり 崩 のが 崩崩崩れなどの崩れなどのののがけ崩がけ崩崩崩
じじ ずくずずゅうどせきりゅ

ぼしゅう土砂災害防止についての ぼしゅう

どしゃ さいがい ぼうし

くず ぼう さい しゅう かん

ふせ

ど しゃ さい がい ぼう し げっ かん

ど しゃ さい がい

おうおうおうおう
ぼぼぼぼぼぼ

応募に
ついて

応募に
ついて

応募に
ついて

応募に
ついて

応募に
ついて

応募に
ついて

2022_募集チラシ.indd   12022_募集チラシ.indd   1 2022/03/10   15:272022/03/10   15:27



立退き避難が困難な時は、
がけから離れた部屋や2階
などに避難しよう。

●地すべりやがけ崩れの土砂、
　土石流で流れてきた土砂が、ダムのように川をせき止める。
●天然ダムの上流側は湖のように水がたまり、
　家や田畑が水につかる。
●天然ダムはやがて、たまった水の力で一気に崩れ、
　下流に土石流が押し寄せる。

河道閉塞（天然ダム）

がけ崩れ、土石流、地すべりの
危険が大きい場所を示しています。
これらの場所は特に注意しましょう。

土砂災害警戒区域の看板

20
22
_募
集
チ
ラ
シ
.in
dd
   
2

20
22
_募
集
チ
ラ
シ
.in
dd
   
2

20
22
/0
3/
10
   
15
:2
7

20
22
/0
3/
10
   
15
:2
7


